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（入試日程） 

 

入 学 資 格 審 査 

申 請 期 間 
令和4年12月7日（水）～令和4年12月8日（木）※申請は該当者のみ 

入 学 資 格 審 査 

結 果 通 知 発 送 日 
令和4年12月16日（金） 

※入学資格審査の対象は、出願資格（４）の２、及び（（５）に該当する者のみです。 

 

 

出 願 期 間 令和5年1月10日（火）～令和5年1月12日（木） 

選 抜 方 法 
出願書類に基づく書類審査を行います。審査中は、当学環への適性や研究に対す

る意欲を確認するために、必要に応じて面接を行います。 

合 格 発 表 日 令和5年2月24日（金） 

入 学 手 続 期 間 入学手続期間は合格者に別途通知されます。 

 

 

【不測の事態が生じた場合における本学からの情報提供】 

自然災害、人為災害や疫病・感染症の影響などにより、所定の日程による試験実施が困難となるような

不測の事態が生じた場合は、以下のウェブサイト等にてお知らせします。 

なお、これらの不測の事態が生じた場合は、選抜日程・方法等を変更したうえで、入学者の選抜を行う

ことがあります。 

 

 

 

令和５年度（2023年度）の入学者選抜においては、新型コロナウイルスの感染拡大防止に関わる対応とし

て、この学生募集要項を公表した後に新たな措置を講じる可能性がありますので、最新の情報を上記ウェブ

サイトで定期的に確認してください。 

  

先進実践学環ウェブサイト  ： https://www.ynuifgs.ynu.ac.jp/ 
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Ⅰ 国費外国人留学生特別選抜学生募集要項 

令和５年度（2023年度）横浜国立大学大学院先進実践学環（修士課程）の国費外国人留学生を次の要領によって

募集します。 

１．募集する研究テーマ及び募集人員 

（１）募集人員  若干名 

（２）募集する研究テーマ 

（令和５年度（2023年度）4月入学） 

 

注１：上記の○印が付いている研究テーマから、入学後の指導を希望する教員（以下「志望指導教員」という。）

を選んで願書に記入してください。各研究テーマの教員については「Ⅲ 先進実践学環の指導教員一覧」

を参照してください。 

注２：志願者は、あらかじめ志望指導教員を探して内諾を得る必要があります。志望指導教員と出願期間前に必

ず連絡をとってから出願してください。 

注３：複数の研究テーマに出願することはできません。 

研究テーマ 

学府・専攻 

国際社会科学府 理工学府 環境情報学府 
都市イノベー

ション学府 

経
済
学
専
攻 

経
営
学
専
攻 

国
際
経
済
法
学
専
攻 

機
械
・
材
料
・
海
洋
系
工
学
専
攻 

化
学
・
生
命
系
理
工
学
専
攻 

数
物
・
電
子
情
報
系
理
工
学
専
攻 

人
工
環
境
専
攻 

自
然
環
境
専
攻 

情
報
環
境
専
攻 

建
築
都
市
文
化
専
攻 

都
市
地
域
社
会
専
攻 

応用AI  〇  〇  〇   〇   

社会データサイエンス 〇 〇  〇   〇  〇   

リスク共生学    〇 〇  〇 〇 〇   

国際ガバナンス   〇 〇       〇 

成熟社会   〇    〇     

人間力創生          〇 〇 

横浜アーバニスト  〇        〇 〇 
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２．出願資格 

次の要件に該当し、かつ出願資格の一つに該当する者が出願できます。 

（要件） 

当学環への出願時に、日本政府（文部科学省）の国費外国人留学生【（注1）参照】である者、または国費外国人

留学生【（注1）参照】となることが確定している者 

（注１）日本政府（文部科学省）奨学金留学生（研究留学生） 

（出願資格） 

（１）学校教育法第83条に定める大学を卒業した者または当学環入学の前までに卒業見込みの者 

（２）外国において学校教育における16年の課程を修了した者または当学環入学の前までに修了見込みの者 

（３）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教

育における16年の課程を修了した者または当学環入学の前までに修了見込みの者 

（４）我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における16年の課程を修了したと

されるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、

文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者または当学環入学の前までに修了見込みの者 

（４）の２ 外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政府ま

たは関係機関の認証を受けた者による評価を受けたものまたはこれに準ずるものとして文部科学大臣が別

に指定するものに限る。）において、修業年限が3年以上である課程を修了すること（当該外国の学校が行

う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該課程を修了すること及び当該外国

の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって前号の指定を受けたものにおいて課程を修了す

ることを含む。）により、学士の学位に相当する学位を授与された者または当学環入学の前までに学士の学

位を取得する見込みの者【（注２）参照】 

（５）当学環において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認められた者

で、当学環入学の前までに22歳に達するもの【（注２）参照】 

（注２）出願資格（４）の２、及び（５）により出願する者については、入学資格審査を行いますので、次の書

類を「先進実践学環係」へ提出してください。提出方法は、一般書留、簡易書留または特定記録などの

配達状況を確認できる郵便で送付してください。日本国外から郵送する場合は、EMS（国際スピード郵便）

等の配達状況を確認できる方法で発送してください。提出先の住所は、5ページを参照してください。 

申請期間： 令和4年12月7日（水）～令和4年12月8日（木）【必着】 

出願に必要な本学所定の書式は、当学環のウェブサイトからダウンロードして作成してください。書式の印

刷は、全て「A4サイズ・白色用紙」に「片面印刷」とします。 

先進実践学環ウェブサイト ： https://www.ynuifgs.ynu.ac.jp/ 
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（出願資格（４）の２及び（５）によって出願を希望とする者が提出する書類） 

提出書類 注意事項 書式番号 

入学資格審査書類送付内訳書 
・提出書類は、この用紙に記載されている通りの順番に

並べて、封入してください。 
Ｄ１ 

入学資格認定申請書・調書  Ｄ７ 

研究業績・実務経験等申告書  Ｄ８ 

研究（希望）計画書 ・詳細は、6ページを参照してください。 Ｄ４ 

修学年数調書  Ｄ５ 

最終学歴の卒業（見込）証明書 

または在学期間（見込）証明書 

・出身（在籍）大学長または学部長が作成したものを提

出してください。 

・学位証明書など取得学位が記載されているものを併せ

て提出してください。 

－ 

最終学歴の成績証明書 
・出身（在籍）大学長または学部長が作成したものを提

出してください。 
－ 

以上の提出書類に基づき書類審査を行い、審査の結果を令和4年12月16日（金）に電子メールで通知し

ます。出願資格を有すると認められた者は、所定の出願期間に手続きをしてください。 

 

３．選抜方法 

出願書類に基づく書類審査を行います。審査中は、当学環への適性や研究に対する意欲を確認するために、

必要に応じてE-mail／Zoomまたはその他の方法により面接を行います。面接を行う場合は、詳細が決定後、

別途連絡します。 

 

４．出願手続 

（１）指導教員との事前相談について 

志願者は、あらかじめ志望指導教員を探して内諾を得る必要があります。志望指導教員と出願期間前に必

ず連絡をとってから出願してください。 

 

（２）出願の手続き 

出願する者は、出願書類を角形2号（240 mm×332 mm）以上の封筒に封入して、封筒表面に宛名ラベル

（書式Ｄ１１）を貼付の上、下記の期間に一般書留、簡易書留または特定記録などの配達状況を確認でき

る郵便で送付してください。 

 

出願期間         ： 令和5年1月10日（火）～1月12日（木）【必着】 

先進実践学環ウェブサイト  ： https://www.ynuifgs.ynu.ac.jp/ 

提出先               ： 〒240－8501 神奈川県横浜市保土ケ谷区常盤台79－8 

横浜国立大学大学院 先進実践学環 
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※注意事項 

・出願書類の受付は期間内必着とします。 

・出願書類に不備等がある場合は、出願を受理しませんので注意してください。 

・日本国外から郵送する場合は、EMS（国際スピード郵便）等の配達経路を確認できる方法で発送してください。 

・出願期間後に到着したものは受理しないので、郵便事情等を十分考慮して早めに送付してください。 

・土曜日、日曜日・祝日は郵便業務を行わない郵便局があるので、事前に確認してください。 

・受入を内諾している本学の指導教員等を通じて出願を行う場合に限り、先進実践学環係窓口での受付を認めます。 

（３）出願書類 

出願に必要な本学所定の書式は、当学環のウェブサイトからダウンロードして作成してください。書式

の印刷は、全て「A4サイズ・白色用紙」に「片面印刷」とします。書類を書き損じた場合は、誤った箇所

に二重線を引き、余白に正しい内容を記載してください。 

 

出願書類等 注意事項 書式番号 

出願書類送付内訳書 
・出願書類は、この用紙に記載されている通りの順番に並べて、封入

してください。 
Ｄ２ 

入学願書・受験票 
・縦40 mm×横30mm無帽、上半身正面、背景無地、出願前の3ヶ月以内

に撮影した写真（2枚）を入学願書及び受験票に貼り付けてください。 

Ｄ３－１ 

Ｄ３－２ 

研究（希望）計画書 

・当学環において研究しようとするテーマ及び具体的内容について、（研

究方法や研究の意義を含めて、）1,000文字以内の日本語（または英語

500語以内）で記入してください。 

Ｄ４ 

卒業（見込）証明書 

・出身（在籍）大学長または学部長が作成したものを提出してください。 

・卒業証書の写しをもって代える場合は、事前に先進実践学環係に連絡

してください。 

・卒業（見込）証明書に学位の記載が無い場合は、学位証明書など取得

学位が記載されているものを併せて提出してください。ただし、出願

資格（１）による出願者は提出不要です。 

・日本語または英語以外で作成された証明書は、日本語訳または英語訳

を添付してください。 

－ 

成績証明書 

・出身（在籍）大学長または学部長が作成したものを提出してください。 

・日本語または英語以外で作成された証明書は、日本語訳または英語訳

を添付してください。 

・大学に編入した者は、編入学前の大学等の成績証明書をあわせて提出

してください。 

－ 

在留資格に関する証明 
・現在日本に居住している者は、在留カードの写し（両面）を提出してく

ださい。その他の者は、パスポートの写しを提出してください。 
－ 

先進実践学環ウェブサイト  ： https://www.ynuifgs.ynu.ac.jp/ 
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修学年数調書 ・出願資格（１）による出願者は提出不要です。 Ｄ５ 

受入内諾書 
・志望指導教員の署名を得たうえで提出してください。 

・志望指導教員の署名は、原本でなくてもかまいません。 
Ｄ６  

出願要件の証明書類 ・国費外国人留学生証明書を提出してください。 － 

宛名ラベル 

（入試関係書類の発送用） 
・郵便番号、住所、氏名を記入してください。 Ｄ１０ 

宛名ラベル 

（出願書類送付用） 

・住所、氏名、その他必要事項を記入してください。 

・本紙を封筒表面に貼り付けて郵送してください。 
Ｄ１１ 

出願資格認定書 

（該当者のみ） 

・「２．出願資格（注１）」の入学資格審査を受けた者は、本学が証明

した「入学資格認定書（写）」を同封してください。 
－ 

※「２．出願資格（注１）」の入学資格審査を受けた者は、入学資格審査申請時に提出した書類を再提出する

必要はありません。 

 

（４）受験票 

・出願受付後、志願者にメール等でお知らせします。 

 

５．合格者発表 

当学環の合格者発表は次の通り実施します。合格者には、合格者発表日に合格通知書を郵送します。 

合格者発表日      ： 令和5年2月24日（金）14時頃 

先進実践学環ウェブサイト： https://www.ynuifgs.ynu.ac.jp/ 

※注意事項 

・合格通知書をもって、正式な通知とします。 

・当学環のウェブサイトに、合格者の受験番号を掲載します。 

・ウェブサイトでの掲載期間は、合格者発表日から概ね４日間程度とします。 

・合否結果に関する問い合わせには一切応じません。 

 

６．入学手続 

入学手続期間      ： 入学手続き期間は合格者に別途通知します。 

入学時に必要な経費   ： 入学料及び授業料は不要です。 
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７．受験上及び修学上の配慮を必要とする入学志願者の事前相談について 

心身の障がい等（視覚障がい、聴覚障がい、肢体不自由、病弱、発達障がい、その他）により受験上及び修

学上の配慮を必要とする場合は、次の（１）～（３）の内容を確認したうえで、下記の様式例を参考にして事

前相談申請書を作成し、先進実践学環係へ提出してください。 

（１）原則として出願前に申し出てください。事前相談をしても、本学への出願が義務づけられるわけではあ

りません。 

（２）出願後でも相談を受け付けます。不慮の事故等により配慮が必要となった場合は、速やかに申し出てく

ださい。 

（３）相談の内容や時期によっては、希望通りに配慮ができない場合や、出願期間終了時までに配慮事項を決

定できない場合があります。可能な限り早い時期に申し出てください。 

 

（事前相談申請書様式例（A4判縦）） 

 

８．個人情報の取扱いについて 

個人情報については、「保有する個人情報の保護に関する法律」及び「国立大学法人横浜国立大学の保有する

個人情報の保護に関する規則」に基づいて取り扱います。 

（１）志願者の入学試験成績及び出願書類等に記載された個人情報については、本学入学者選抜に係る用途の他、

本学における諸調査・研究にも利用することがあります。調査・研究結果を発表する場合は個人が特定できな

いように処理します。それ以外の目的に個人情報が利用または提供されることはありません。 

（２）上記（１）の各種業務での利用に当たっては、一部の業務を本学より当該業務の委託を受けた業者（以下

「受託業者」という。）において行うことがあります。受託業者には、委託した業務を遂行するために必要とな

る限度で、知り得た個人情報の全部または一部を提供します。 

 

 年    月   日 

横浜国立大学長 殿 

フリガナ 

氏  名 

生年月日 

住  所 

電話番号 

横浜国立大学に入学を志願したいので、下記のとおり事前に相談します。 

記 

１． 志願先（学府または学環） 

２．出願を予定している入試名 

３．障がい等の種類・程度 

４．受験上の配慮を希望する事項・内容 

５．修学上の配慮を希望する事項・内容 

６．出身学校在学中にとられていた配慮事項・内容 

７．その他 

（添付書類）医師の診断書（原本または写し）、身体障害者手帳の写し、その他参考資料 
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９．安全保障輸出管理について 

横浜国立大学では、「外国為替及び外国貿易法」に基づいて「国立大学法人横浜国立大学 安全保障輸出管理

規則」を定めて、物品の輸出、技術の提供、人材の交流の観点から外国人留学生の受入れについては厳格な審

査を実施しています。規制されている事項に該当する場合は、希望する研究活動に制限がかかる場合や、教育

が受けられない場合がありますので、願書の提出の前に、指導教員予定者と相談するなど、出願にあたっては

注意してください。また、入学時に「外国為替及び外国貿易法」を遵守する誓約書に署名の上、提出していた

だきます。詳細は、本学研究推進機構ウェブサイトに掲載している『安全保障輸出管理に基づく外国人留学生

の取扱について』をご確認ください。 

研究推進機構ウェブサイト ： https://www.ripo.ynu.ac.jp/researcher/start/security/ 

 

１０．不測の事態が生じた場合における措置について 

公共交通機関の乱れや自然災害、人為災害や疫病・感染症等の影響などにより、所定の日程による試験実施

が困難となるような不測の事態が生じた場合は、当学環のウェブサイト等にてお知らせします。なお、これら

の不測の事態が生じた場合は、試験日程や選抜方法を変更したうえで、入学者の選抜を行うことがあります。 

出願期間後に変更等が生じた場合は、当学環のウェブサイトでお知らせします。 

先進実践学環ウェブサイト ： https://www.ynuifgs.ynu.ac.jp/ 

 

１１．その他注意事項 

（１）出願書類等に不備がある場合は受理しないことがあります。なお、受理された出願書類等は一切返却し

ません。 

（２）入学審査手続及び出願手続後の提出書類の内容変更は認めません。 

（３）提出書類に関して大学から問い合わせをする場合は電話または電子メールで行います。〈@ynu.ac.jp〉の

電子メールを受信できるよう設定しておいてください。 

（４）出願書類等について、虚偽の申請、不正等の事実が判明した場合は、入学後でも入学を取り消すことが

あります。 

（５）提出された卒業証明書や成績証明書について、第三者による認証証明が必要だと本学が判断した場合に

は、志願者の費用負担で、本学が指定する認証機関において認証に係る審査を受けていただく場合があ

ります。 

（６）実施する試験のうち1つでも欠席した場合は、合格者とはなりません。 

（７）不正行為があった場合は、その場で受験の中止と退室を指示され、それ以後の受験は出来ません。ま

た、すでに受験した教科の成績は無効とします。 

 

問い合わせ先  ：  横浜国立大学大学院 先進実践学環係 

〒240－8501 横浜市保土ケ谷区常盤台79-8 

ifgs-jimu@ynu.ac.jp 
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Ⅱ 先進実践学環学位プログラムのカリキュラム 

第5期科学技術基本計画で Society 5.0 が提唱されて以来、その構築に貢献する人材養成が求められていま

す。その近未来社会を安心安全で持続可能なものにするためには、AIやデータサイエンスの先端技術に加え、

人間や社会に対する理解も重要です。大学院先進実践学環学位プログラムでは、この社会ニーズに応えるため

に、文系と理系の部局が１つのキャンパスにあるという本学の特徴を生かした学修環境を提供します。この学

位プログラムでは、固定したカリキュラムを履修するのではなく、全学が提供する500余りの専門講義科目の

中から、自身の研究テーマに合わせて、履修する授業を選択するようになっています。 

入学当初に、研究テーマと指導教員グループを決定します。研究テーマは次の７つの中から選択し、指導教

員グループと相談の上、具体的な研究内容と履修計画を立て、学修・研究活動を行います。 

応用AI AIなどの先端的な情報技術に関する知識を修得し、社会や産業界における応用を研究する。 

社会データサイエンス 情報・統計処理を駆使して、現実の社会経済課題に対する解決策を研究する。 

リスク共生学 環境や社会における安心・安全を確保し、持続可能な社会の構築について研究する。 

国際ガバナンス 途上国・新興国開発や海事関連の幅広い知識と理論の実践について研究する。 

成熟社会 地域社会で急激な変化に伴い生じる課題に対し、エビデンスに基づいた法政策を研究する。 

人間力創生 人間固有の能力を高め、人間の文化的営みにおける新たな知や価値の創出について研究する。 

横浜アーバニスト 今日的な先端技術を取り入れ、都市の持続的発展と社会的課題の解決の両面を研究する。 

専門講義科目は下の表にあるように12のカテゴリーに分類されています。学環共通科目「人間学通論」と「IT

技法通論」に加え、研究テーマごとに定められた条件（◎は合計８単位以上、〇は１単位以上）を満たすように

専門講義科目を履修し、「演習」を通して指導教員から研究指導を受けます。その進捗状況や文理融合・異分野融

合の度合いなどを確認するために、年に１回行われるワークショップにおいて中間発表を行い、最終的な研究成

果を修士論文にまとめます。また、文理融合的な学修を進める上で不足している知識を補えるように、本学が提

供する3000番台以下の授業（学部相当）を活用する「プレレキジット科目」も用意されています。 

研究テーマ▼ AI・情報学 
数理・ 

統計学 
医工連携 環境学 

安心安全の

科学 
総合海洋学 都市科学 経済経営 国際関係 

ビジネス 

法務 
人間文化 地域連携 

応用AI ◎ ◎ ○    ○ ○   ○  

社会データ 

サイエンス 
○ ◎     ○ ◎ ○ ○   

リスク共生学  ○  ◎ ◎ ○ ○   ○   

国際ガバナンス  ○  ○  ○  ○ ◎   ◎ 

成熟社会  ○ ○    ○ ○  ◎ ◎  

人間力創生 ○ ○   ○  ○    ◎ ◎ 

横浜 

アーバニスト 
 ○  ○ ○  ◎    ○ ◎ 

所定の条件を満たすように授業を履修し、修士論文の発表会を経て最終審査に合格した者は、研究テーマに

即した学修をしたことを証明する学修証明書と「修士（学術）」の学位記が修了時に授与されます。 

詳細は、当学環ウェブサイト（https://www.ynuifgs.ynu.ac.jp/）を参照してください。 
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Ⅲ 先進実践学環の指導教員一覧 

・各研究テーマの指導教員は、下記一覧の通りです。 

・各教員の研究分野等の詳細は、本学ウェブサイトの研究者総覧で確認してください。研究者総覧 URL： https://www.ynu.ac.jp/education/ynu_research/search.html 

・志願者は、あらかじめ志望指導教員を探して内諾を得る必要があります。志望指導教員と、出願期間前に必ず連絡をとってください。研究者総覧に当該教員の

連絡先が公開されていない場合は、先進実践学環係（9ページ参照）へ問い合わせてください。 

・海外出張、その他の理由のため、◆印を付した教員を指導教員として今回志願することはできません。（※本要項公表時点の一覧であり、今後変更となる場合があります。） 

 

１．応用 AI  

職位 教員氏名 担当する学府 担当する専攻 分野 

教授 上野 誠也  ◆ 理工学府 機械・材料・海洋系工学専攻 航空宇宙工学の誘導制御分野 

教授 佐藤 恭一 理工学府 機械・材料・海洋系工学専攻 機械運動制御分野 

教授 前田 雄介 理工学府 機械・材料・海洋系工学専攻 ロボット工学分野 

准教授 井上 史大   理工学府 機械・材料・海洋系工学専攻 デバイスマニュファクチュアリング分野 

准教授 加藤  龍 理工学府 機械・材料・海洋系工学専攻 医療福祉ロボット分野 

准教授 髙木 洋平 理工学府 機械・材料・海洋系工学専攻 船舶海洋工学分野 

准教授 樋口 丈浩   理工学府 機械・材料・海洋系工学専攻 航空機・衛星の誘導制御工学分野 

准教授 渕脇 大海 理工学府 機械・材料・海洋系工学専攻 ロボット工学・精密機械システム分野 

講師 杉内  肇  ◆ 理工学府 機械・材料・海洋系工学専攻 ロボット工学分野 

教授 市毛 弘一 理工学府 数物・電子情報系理工学専攻 ディジタル回路・通信分野 

教授 濱上 知樹 理工学府 数物・電子情報系理工学専攻 人工知能と社会システム分野 

教授 藤本 康孝 理工学府 数物・電子情報系理工学専攻 制御工学分野 

准教授 久我 宣裕 理工学府 数物・電子情報系理工学専攻 マイクロ波工学分野 

准教授 杉本 千佳  ◆ 理工学府 数物・電子情報系理工学専攻 生体計測工学，知覚情報処理分野 

教授 岡嶋 克典 環境情報学府 情報環境専攻 感覚知覚情報処理分野 

教授 田中 秀毅   環境情報学府 情報環境専攻 英語学・対照言語学（意味論・統語論）分野 

教授 富井 尚志 環境情報学府 情報環境専攻 データ工学分野 

教授 長尾 智晴  ◆ 環境情報学府 情報環境専攻 知能情報学分野 

教授 松本  勉  ◆ 環境情報学府 情報環境専攻 セキュリティ分野 

教授 森  辰則 環境情報学府 情報環境専攻 自然言語処理分野 

准教授 島  圭介 環境情報学府 情報環境専攻 生体医工学，リハビリテーション科学分野 

准教授 白川 真一 環境情報学府 情報環境専攻 知能情報学分野 

准教授 瀬川 悦生  環境情報学府 情報環境専攻 量子探索アルゴリズム分野 
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准教授 藤井 友比呂 環境情報学府 情報環境専攻 理論言語学分野 

教授 田名部 元成   国際社会科学府 経営学専攻 シミュレーション＆ゲーミング方法論分野 

講師 松井   暉 国際社会科学府 経営学専攻 計算社会科学分野 

 

２．社会データサイエンス 

職位 教員氏名 担当する学府 担当する専攻 分野 

教授 石山 幸彦       国際社会科学府 経済学専攻 ヨーロッパ統合史・フランス経済史分野 

教授 伊集 守直       国際社会科学府 経済学専攻 財政学・地方財政論分野 

教授 居城  琢       国際社会科学府 経済学専攻 地域経済論・産業連関論分野 

教授 氏川 恵次       国際社会科学府 経済学専攻 環境の産業連関分析分野 

教授 大森 義明       国際社会科学府 経済学専攻 労働経済学・家族の経済学分野 

教授 奥村 綱雄       国際社会科学府 経済学専攻 金融論・マクロ経済学・応用計量経済学分野 

教授 木崎  翠       国際社会科学府 経済学専攻 中国経済・中国企業システム分野 

教授 佐藤 清隆  国際社会科学府 経済学専攻 為替レート・国際金融分野 

教授 SHRESTHA NAGENDRA  国際社会科学府 経済学専攻 国際産業連関分析分野 

教授 相馬 直子  国際社会科学府 経済学専攻 社会政策学・福祉社会学分野 

教授 永井 圭二       国際社会科学府 経済学専攻 数理統計学分野 

教授 藤生 源子  国際社会科学府 経済学専攻 マクロ経済学・経済成長論分野 

教授 邉  英治       国際社会科学府 経済学専攻 日本経済史・金融史分野 

教授 松永 友有       国際社会科学府 経済学専攻 国際経済史・英国通商政策分野 

教授 山崎 圭一       国際社会科学府 経済学専攻 途上国・ラテンアメリカ経済分野 

准教授 池島 祥文       国際社会科学府 経済学専攻 農業経済学・地域農業開発分野 

准教授 熊野 太郎       国際社会科学府 経済学専攻 ミクロ経済学・マーケットデザイン分野 

准教授 栗栖 大輔 国際社会科学府 経済学専攻 数理統計学、計量経済学分野 

准教授 佐野 隆司       国際社会科学府 経済学専攻 メカニズムデザイン・ゲーム理論分野 

准教授 相馬 尚人      国際社会科学府 経済学専攻 マクロ経済学・金融政策論・計量時系列分析分野 

准教授 張  馨元    国際社会科学府 経済学専攻 新興アジア経済論・食料経済分野 

准教授 鶴岡 昌徳    国際社会科学府 経済学専攻 産業組織論・応用計量経済学分野 

准教授 出口 雄大 国際社会科学府 経済学専攻 日本近現代史・都市史分野 

准教授 西川  輝   国際社会科学府 経済学専攻 国際金融論分野 

准教授 古川 知志雄   国際社会科学府 経済学専攻 応用ミクロ経済学・公共経済学分野 

准教授 茂住 政一郎   国際社会科学府 経済学専攻 財政社会学・アメリカ財政史分野 

講師 井田 有紀 国際社会科学府 経済学専攻 数理・統計学分野 
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講師 小川 翔吾 国際社会科学府 経済学専攻 経済理論・マクロ経済学分野 

教授 青木  洋    国際社会科学府 経営学専攻 経営史・技術史分野 

教授 泉  宏之    国際社会科学府 経営学専攻 簿記および財務会計分野 

教授 井上  徹  ◆ 国際社会科学府 経営学専攻 多変量解析・計量経済学分野 

教授 伊藤 有希    国際社会科学府 経営学専攻 金融市場、証券、金融リスクに関する分野 

教授 大雄  智    国際社会科学府 経営学専攻 会計測定とディスクロージャー分野 

教授 大森  明    国際社会科学府 経営学専攻 環境問題、資源問題、社会問題に対する会計分野 

教授 小川 慎一    国際社会科学府 経営学専攻 雇用や労働、働きかたに関する社会学分野 

教授 貴志 奈央子   国際社会科学府 経営学専攻 産業育成に向けた科学技術政策に関する分野 

教授 公文 蔵人    国際社会科学府 経営学専攻 戦前期日本における大企業体制の形成過程に関する分野 

教授 倉田 久     国際社会科学府 経営学専攻 サプライチェーン・マネジメント分野 

教授 郭  沛俊    国際社会科学府 経営学専攻 意思決定理論とオペレーションズ・リサーチ分野 

教授 河野 英子  ◆ 国際社会科学府 経営学専攻 サプライヤーの組織能力と競争優位に関する分野 

教授 小林 正佳    国際社会科学府 経営学専攻 言語コミュニケーション分野 

教授 齋藤 真哉    国際社会科学府 経営学専攻 会計における計算構造と財務諸表表示に関する分野 

教授 鈴木 定省 国際社会科学府 経営学専攻 オペレーションズマネジメントおよび顧客価値創造に関する分野 

教授 孫   穎  ◆ 国際社会科学府 経営学専攻 環境経営・環境経済学分野 

教授 高井 文子    国際社会科学府 経営学専攻 イノベーションと企業戦略に関する分野 

教授 高橋  賢    国際社会科学府 経営学専攻 管理会計・原価計算の計算構造理論、原価配分理論分野 

教授 田名部 元成   国際社会科学府 経営学専攻 シミュレーション＆ゲーミング方法論分野 

教授 鶴見 裕之  ◆ 国際社会科学府 経営学専攻 計量的なアプローチを用いたマーケティング及び流通に関する分野 

教授 中野 弘美  ◆ 国際社会科学府 経営学専攻 広告をめぐる文化に関する分野 

教授 中村 博之    国際社会科学府 経営学専攻 設備投資プロジェクトのための管理会計システム分野 

教授 原  俊雄    国際社会科学府 経営学専攻 簿記および財務会計の理論・制度・歴史に関する分野 

教授 二神 枝保  ◆ 国際社会科学府 経営学専攻 戦略的人的資源管理に関する分野 

教授 前山 政之    国際社会科学府 経営学専攻 公認会計士による財務諸表監査および内部統制監査に関する分野 

教授 真鍋 誠司  ◆  国際社会科学府 経営学専攻 イノベーションおよび製品開発論分野 

教授 森田  洋    国際社会科学府 経営学専攻 金融市場、証券、財務的意思決定に関する分野 

教授 谷地 弘安  ◆ 国際社会科学府 経営学専攻 ICT 産業における市場・競争戦略、技術マーケティングに関する分野 

教授 山岡  徹    国際社会科学府 経営学専攻 組織変革マネジメントに関する分野 

准教授 大沼 雅也  国際社会科学府 経営学専攻 イノベーション実現プロセスにおける知識の形成と普及に関する分野 

准教授 君島 美葵子  ◆ 国際社会科学府 経営学専攻 管理会計・原価計算に関する分野 

准教授 木村 晃久  国際社会科学府 経営学専攻 財務会計分野 
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准教授 近藤 久美子   国際社会科学府 経営学専攻 企業社会論分野 

准教授 佐々木 秀綱 ◆ 国際社会科学府 経営学専攻 実験手法を用いた組織行動分野 

准教授 鈴木 香織    国際社会科学府 経営学専攻 代数学（複素代数幾何学）を用いた数学 

准教授 髙須 悠介    国際社会科学府 経営学専攻 財務会計・企業財務に関する分野 

准教授 竹内 竜介    国際社会科学府 経営学専攻 多国籍企業の海外現地事業発展プロセスに関する分野 

准教授 本橋 永至   国際社会科学府 経営学専攻 マーケティング・サイエンスおよびビジネス・データサイエンス分野 

准教授 横澤 公道    国際社会科学府 経営学専攻 国際経営・生産管理分野 

准教授 楊  芸玥    国際社会科学府 経営学専攻 国際人的資源管理と組織行動分野 

講師 松井  暉 国際社会科学府 経営学専攻 計算社会科学分野 

准教授 井上 史大 理工学府 機械・材料・海洋系工学専攻 デバイスマニュファクチュアリング分野 

教授 周佐 喜和 環境情報学府 人工環境専攻 イノベーションマネジメント分野 

教授 安本 雅典 環境情報学府 人工環境専攻 イノベーション戦略論分野 

准教授 遠藤  聡 環境情報学府 人工環境専攻 地域イノベーション政策論分野 

教授 茨木 貴徳    環境情報学府 情報環境専攻 非線形関数解析学・凸解析学分野 

教授 四方 順司  環境情報学府 情報環境専攻 情報理論、暗号理論分野 

教授 中本 敦浩 環境情報学府 情報環境専攻 離散数学分野 

教授 西村 尚史 ◆ 環境情報学府 情報環境専攻 トポロジー分野 

教授 野間  淳 環境情報学府 情報環境専攻 代数幾何学分野 

教授 原下 秀士 環境情報学府 情報環境専攻 代数学分野 

教授 山田 貴博 環境情報学府 情報環境専攻 計算力学分野 

准教授 牛越 惠理佳 環境情報学府 情報環境専攻 解析学、偏微分方程式論分野 

准教授 小関 健太 環境情報学府 情報環境専攻 グラフ理論、グラフアルゴリズム分野 

准教授 白崎  実 環境情報学府 情報環境専攻 計算流体力学分野 

准教授 松井 和己 環境情報学府 情報環境専攻 計算力学分野 

准教授 山形 紗恵子   環境情報学府 情報環境専攻 幾何学的群論分野 

 

３．リスク共生学 

職位 教員氏名 担当する学府 担当する専攻 分野 

教授 秋庭 義明 理工学府 機械・材料・海洋系工学専攻 機械構造物の破壊制御分野 

教授 荒木 拓人 理工学府 機械・材料・海洋系工学専攻 次世代エネルギーデバイス分野 

教授 岡田 哲男 理工学府 機械・材料・海洋系工学専攻 船舶海洋工学分野 

教授 尾崎 伸吾 理工学府 機械・材料・海洋系工学専攻 材料強度分野 

教授 川村 恭己 理工学府 機械・材料・海洋系工学専攻 船舶海洋工学、構造情報システム、リスク評価等の分野 
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教授 西 佳樹 理工学府 機械・材料・海洋系工学専攻 海洋環境工学分野 

教授 丸尾 昭二   理工学府 機械・材料・海洋系工学専攻 付加製造・微細加工分野 

教授 村井 基彦   理工学府 機械・材料・海洋系工学専攻 海洋工学分野 

准教授 太田 裕貴   理工学府 機械・材料・海洋系工学専攻 次世代スマートデバイス分野 

准教授 髙木 洋平 理工学府 機械・材料・海洋系工学専攻 船舶海洋工学分野 

准教授 平川 嘉昭 理工学府 機械・材料・海洋系工学専攻 船舶海洋工学分野 

准教授 満行 泰河 理工学府 機械・材料・海洋系工学専攻 船舶などの大規模構造物を対象としたシステム設計分野 

准教授 宮路 幸二   理工学府 機械・材料・海洋系工学専攻 高速気流の数値解析の航空宇宙機への適用分野 

教授 多々見 純一  理工学府 化学・生命系理工学専攻 セラミックス分野 

准教授 飯島 志行 理工学府 化学・生命系理工学専攻 粉体材料プロセス工学分野 

教授 大矢  勝 ◆ 環境情報学府 人工環境専攻 環境洗浄工学分野 

教授 岡  泰資 環境情報学府 人工環境専攻 火災の科学と防火技術分野 

教授 亀屋 隆志 環境情報学府 人工環境専攻 環境安全学分野 

教授 坂本  智    環境情報学府 人工環境専攻 精密加工学・砥粒加工学・切削加工学分野 

教授 薩本 弥生    環境情報学府 人工環境専攻 被服環境学（衛生・構成・材料・心理・服育含）分野 

教授 澁谷 忠弘 環境情報学府 人工環境専攻 機械システムのリスク管理分野 

教授 鈴木 俊彰    環境情報学府 人工環境専攻 有機合成化学・分子触媒化学・グリーンケミストリー分野 

教授 田中 英登 ◆ 環境情報学府 人工環境専攻 温熱環境生理学・体力科学分野 

教授 田中 良巳 環境情報学府 人工環境専攻 連続体力学やレオロジーなどソフトマター分野 

教授 中井 里史 環境情報学府 人工環境専攻 環境疫学・健康リスク評価方法論分野 

教授 松本 真哉 環境情報学府 人工環境専攻 機能性色素化学、有機結晶化学、ライフサイクル思考を基礎とした環境教育分野 

教授 松宮 正彦 環境情報学府 人工環境専攻 鉱物資源や都市鉱山を対象とした希少金属の抽出分離・電解回収プロセスに関連した分野 

教授 三宅 淳巳 ◆ 環境情報学府 人工環境専攻 化学災害のリスク分析分野 

准教授 笠井 尚哉 環境情報学府 人工環境専攻 材料のリスク管理分野 

准教授 熊崎 美枝子 環境情報学府 人工環境専攻 エネルギー物質化学と化学反応プロセスの制御技術分野 

准教授 小林 剛 環境情報学府 人工環境専攻 環境安全学分野 

教授 石川 正弘 環境情報学府 自然環境専攻 地球システムの視点から地球ダイナミクスとテクトニクス分野 

教授 鏡味 麻衣子 環境情報学府 自然環境専攻 水域生態学分野 

教授 河潟 俊吾   環境情報学府 自然環境専攻 海洋地質学・微古生物学・古海洋学分野 

教授 小池 文人 環境情報学府 自然環境専攻 生物多様性保全の見地から地域景観、生物相と群集形成分野 

教授 酒井 暁子 環境情報学府 自然環境専攻 植物生態学および環境保全学分野 

教授 佐々木 雄大 環境情報学府 自然環境専攻 生物多様性保全学および都市生態学分野 

教授 下出 信次 環境情報学府 自然環境専攻 海洋環境学の視点から生物海洋学分野 
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教授 平塚 和之 環境情報学府 自然環境専攻 
植物遺伝子工学とその周辺の科学技術に関する高等植物の環境応答、生殖、病原体と宿主、
分子育種分野 

教授 筆保 弘徳   環境情報学府 自然環境専攻 熱帯気象学・台風・防災分野 

教授 松田 裕之 ◆ 環境情報学府 自然環境専攻 生態リスク管理学分野 

准教授 倉田 薫子 環境情報学府 自然環境専攻 生物多様性・植物系統分類・植物地理分野 

准教授 中村 達夫 環境情報学府 自然環境専攻 植物分子生理学および高機能植物の育種分野 

准教授 中森 泰三 環境情報学府 自然環境専攻 生物の生態学的特性と環境の関係分野 

准教授 山本 伸次 環境情報学府 自然環境専攻 地球物質循環と地質学分野 

准教授 吉田  龍二 環境情報学府 自然環境専攻 気候学・気象学分野 

准教授 和仁 良二 環境情報学府 自然環境専攻 古生物学と古生態学分野 

准教授 吉岡 克成 環境情報学府 情報環境専攻 ネットワークセキュリティ分野 

 

４．国際ガバナンス 

職位 教員氏名 担当する学府 担当する専攻 分野 

教授 荒木 一郎    国際社会科学府 国際経済法学専攻 国際経済法分野 

教授 椛島 洋美    国際社会科学府 国際経済法学専攻 政策決定過程分野 

教授 川端 康之    国際社会科学府 国際経済法学専攻 国際租税法分野 

准教授 小林 誉明    国際社会科学府 国際経済法学専攻 開発協力政策分野 

准教授 笹岡 愛美    国際社会科学府 国際経済法学専攻 商法・海事法・宇宙法分野 

教授 関根 豪政 国際社会科学府 国際経済法学専攻 経済法分野 

教授 志賀 裕朗 国際社会科学府 国際経済法学専攻 国際行政論と国際開発学分野 

教授 岡田 哲男 理工学府 機械・材料・海洋系工学専攻 船舶海洋工学分野 

教授 村井 基彦 理工学府 機械・材料・海洋系工学専攻 海洋工学分野 

准教授 井上 史大 理工学府 機械・材料・海洋系工学専攻 デバイスマニュファクチュアリング分野 

教授 安本 雅典 環境情報学府 人工環境専攻 イノベーション戦略論分野 

教授 藤掛 洋子 ◆ 都市イノベーション学府 都市地域社会専攻 国際支援政策、開発人類学分野 

准教授 佐藤  峰 都市イノベーション学府 都市地域社会専攻 途上地域政策、国際開発学、社会人類学分野 

 

５．成熟社会 

職位 教員氏名 担当する学府 担当する専攻 分野 

教授 関 ふ佐子    国際社会科学府 国際経済法学専攻 高齢者法分野 

教授 常岡 史子    国際社会科学府 国際経済法学専攻 家族法・親族法分野 

教授 西川 佳代    国際社会科学府 国際経済法学専攻 民事訴訟法分野 
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教授 濱口 太久未  国際社会科学府 国際経済法学専攻 知的財産法分野 

准教授 石﨑 由希子    国際社会科学府 国際経済法学専攻 労働法分野 

准教授 米村 幸太郎   国際社会科学府 国際経済法学専攻 法哲学分野 

教授 安藤 孝敏   環境情報学府 人工環境専攻 社会老年学分野 

准教授 藤岡 泰寛  都市イノベーション学府 建築都市文化専攻 建築計画，バリアフリー，持続型集住計画分野 

 

６．人間力創生 

職位 教員氏名 担当する学府 担当する専攻 分野 

准教授 平倉  圭 ◆ 都市イノベーション学府 建築都市文化専攻 芸術学，美学，芸術文化分野 

教授 下城  一    都市イノベーション学府 都市地域社会専攻 近現代哲学・現代倫理学分野 

教授 新谷 康浩    都市イノベーション学府 都市地域社会専攻 教育社会学（教育と職業）分野 

教授 棚橋 信明    都市イノベーション学府 都市地域社会専攻 ヨーロッパ近現代史分野 

教授 多和田 雅保   都市イノベーション学府 都市地域社会専攻 日本前近代史分野 

教授 藤井 佳世    都市イノベーション学府 都市地域社会専攻 教育哲学・人間形成論分野 

教授 松本 尚之 都市イノベーション学府 都市地域社会専攻 文化人類学分野 

准教授 髙芝 麻子    都市イノベーション学府 都市地域社会専攻 中国古典文学分野 

 

７．横浜アーバニスト 

職位 教員氏名 担当する学府 担当する専攻 分野 

教授 大野  敏  都市イノベーション学府 建築都市文化専攻 日本建築史，保存修復分野 

教授 佐土原 聡 ◆ 都市イノベーション学府 建築都市文化専攻 地域・都市環境管理分野 

教授 高見澤 実  都市イノベーション学府 建築都市文化専攻 都市計画，地域創造学分野 

准教授 野原  卓 ◆ 都市イノベーション学府 建築都市文化専攻 都市デザイン，都市居住環境分野 

准教授 藤岡 泰寛  都市イノベーション学府 建築都市文化専攻 建築計画，バリアフリー，持続型集住計画分野 

准教授 矢吹 剣一 都市イノベーション学府 建築都市文化専攻 都市計画、都市デザイン、共創まちづくり分野 

准教授 志村 真紀   都市イノベーション学府 建築都市文化専攻 地域・都市デザイン、建築意匠、まちづくり、デザイン学分野 

教授 齊藤 麻人  都市イノベーション学府 都市地域社会専攻 公共政策，都市社会学分野 

教授 田名部 元成  国際社会科学府 経営学専攻 シミュレーション＆ゲーミング方法論分野 

 



kamura.t-khv
繝・く繧ｹ繝医・繝・け繧ｹ
-18-




